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本資料の	
  
作成者名  

 
篠原孝順 

失敗事例のタイトル  
濃硫酸による炭素鋼配管の局部腐食 

一次原因（材料要素）  
局部的腐食、エロージョンコロー

ジョン 
機種  
石油化学プラント・配管 

部品  
フランジ部、T字継手部 

材料  
STPG38、炭素鋼 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
アクリルニトリル・加水分解反応装置への 98%硫酸供給ラインで、運展開始 6 ｹ月後にフランジ部および T字継手部か
ら漏洩が発生した。点検の結果、溶接部近傍に激しい腐食を認めた。 

調査内容とその結果  
漏洩部のマクロ観察、顕微鏡組織検査、炭素鋼の溶接熱影響部組織と焼鈍組織の濃硫酸中における腐食挙動に対する濃

度（98%､65%）、流速の影響についての腐食再現試験&電気化学的試験、などを実施した。 
この腐食損傷は、溶接熱による炭素鋼の組織変化とは関係なく、局部的な流動の乱れによって起った。 

損傷発生のシナリオ  
フランジ部、T 字継手部にあった溶接部分に、流線を乱す形状変化があったため乱流が発生したことによって局部的な
腐食が起り、貫孔して漏洩に至った。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
突合わせ溶接部のパイプ内面側仕上げ方法、T 字部でのパイプ接続方法、フランジ継手のガスケット取付け方法、など
を工夫して、流れの局部的乱れを取除いた。 

教訓  
装置の使用環境で起る可能性のある材料損傷現象を、プラント建設・メンテナンスに携わるメンバーに周知・徹底して

おく必要がある。 
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